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研究成果の概要（和文）：　授乳育児を体験した母親の調査より、授乳用ブラジャーには、授乳のしやすさに満足を感
じているが、デザイン性・耐久性に問題を感じていた。授乳期の女性による実際の着用評価より、異なる授乳機能の特
徴が整理された。使用後のブラの状態からブラの耐久性は高くないことが示された。
  衛生的側面からは、パッドには母乳が付着してパッド内部は高湿であり、粉ミルクで代用した汚れの表皮ブドウ状球
菌の繁殖状態より、こまめな交換が望ましいことが明らかとなった。洗浄性の実験より、ミルクは落ちにくい汚れであ
ること、弱アルカリ性の粉末洗剤を用いてつけ置き洗いがよいことが示された。

研究成果の概要（英文）：  The survey of nursing bras was conducted by the females who experienced lactatio
n within five years.  More than 90% used the nursing bras and evaluated ease of breast feeding, however th
ey tended to feel dissatisfaction in design and durability. 
 More than 10g breast milk was sometimes adhered to mammy pads in daily life and there was high-humidity w
ithin the pads. From the proliferation study of Staphylococcus, pads are desirable to be changed within si
x hours to keep clean hygienic environment.  The milk is hard to be washed off. The use of alkalescent pow
dered type detergent and a soak in detergent solution before washing are effective to remove the residue o
f milk.
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１．研究開始当初の背景 
出産を機に女性の衣生活は大きく変化す

る。出産前後の体型の変化、出産後の衣服調
達の不便、外出先での母乳授乳の不便などが
問題になるが、一時のこととして未解決のま
まである。出産前後の衣服に関しては、育児
雑誌と産院やサークルなどの限られた場で
の情報交換が主なもので、衣生活に関する情
報とその改善に向けた支援が不足している。 
母乳授乳期の女性を対象とする研究は被

服学の分野ではほとんどみられない。本研究
に参加するメンバーは衣服の形態的適合性
と運動機能性、衣服の購買行動、手入れと管
理、衣服内気候など幅広い研究に取り組んで
きており、これまでの経験を生かして、快
適・安全・安心な衣生活を支援することで、
母乳育児期の衣生活の改善と母乳授乳の継
続に寄与できると考え、本研究では授乳用ブ
ラジャーを取り上げて研究をすすめること
にした。 
 
２．研究の目的 
研究の初期段階では、授乳用ブラジャー利

用の現状と課題を明らかにし、情報を共有し
たうえで研究メンバーの連携により、課題解
決に向けて取り組み、問題提起と情報提供を
行うこととした。 
体験者を対象とする質問紙調査から明らか

となったことのうちより、購入時に必要な情
報として授乳機能の特徴とサイズの問題、購
入後に必要な情報として衛生の維持・耐久性
・手入れと管理への対応が必要であると捉え
これらに焦点を当て、改善のための基礎資料
を提示することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の方法は、質問紙調査と実験的手法に

よる。質問紙調査は、母乳授乳を体験した女
性を対象に2回実施し、購買から使用の実態、
洗濯の実態までをとらえた。これらの結果を
ふまえて、授乳用ブラジャーに特有な問題点
として、耐久性、衣服内気候、パッドの衛生
母乳汚れの洗浄性を取り上げ、実験的手法に
より、実態の詳細把握と改善を目指した提言
を行った。それぞれの具体的方法は、成果の
項に記載した。 
 
４. 研究の成果 
(1) 授乳用ブラジャーの利用実態 
授乳用ブラジャーの利用実態と現状を把握

して妊娠期・授乳期の女性が快適な衣生活を
送る上での授乳用ブラジャーの課題について
検討することを目的とし、2009年11月に公立

保育園の保護者を中心とする育児経験者 （
592名 有効回答数296名）にアンケートを行っ
た。 
調査結果より以下のことが明らかとなっ

た。90％以上が授乳用ブラジャーを利用し、
利用開始は「妊娠中から」55％、「出産後か
ら」43％であった。形状はハーフトップ型、
価格帯は 2000 円台、情報源は「マタニティ
雑誌」が最も多かった。「店頭」での購入割
合が高かったが、試着しない人が 70％を超え、
「授乳のしやすさ」「素材」「価格」の順に
重視して購入していた。一方で「授乳に便利」
「肌触りがよい」「赤ちゃんに優しい」の機
能面では高評価であった。「おしゃれである」
「カラーバリエーションが豊富である」「胸
の形を整えてきれいにする」の評価が低かっ
た。「型崩れが起きやすい」「ダメになるの
が早くヨレヨレになる」で半数以上がややそ
うである・そうであると回答していた。 
以上の結果から、おしゃれ面と耐久性につ

いて課題があると考えられる。 
 

(2)授乳用ブラジャーの消費科学的研究 

本研究では、市場調査・体験者の実態調査
をふまえ、代表的なタイプの授乳用ブラジャ
ーを選定し、授乳機能と継続着用による消費
性能に関する資料提示を目的とした。 
インターネットの通信販売サイトに記載さ
れている授乳用ブラジャー（5 社、97 種）に
ついて、用途・形状・授乳機能・価格・サイ
ズ表示などを調べた。2011 年 9 月、保育園
児の保護者など335名を対象とした質問紙調
査（価格・枚数・形状・授乳機能などの購買
行動、ブラの不具合と耐久性への意識など）
を行い、着用実態および問題点を整理した。
授乳用ブラジャーの製品動向と利用の実態
をふまえ、ハーフトップ型で、授乳機能では
クロス・フロントでそれぞれストラップオー
プン有り・無しの 4 種の授乳用ブラジャーを
選定した。授乳期の女性 14名の着用評価と、
使用前と 25 回使用後の比較より授乳用ブラ 
ジャーの耐久性をとらえた。 
主な結果は以下の通りである。 

①質問紙調査からは、サイズの不具合と耐久
性が問題点としてあげられた。テスト対象と
したハーフトップ型のサイズ表記を調べる
と、トップバストサイズのみでアンダーサイ
ズの記載がない、M～LL のサイズ範囲がメ
ーカー間で異なる、S がないなどサイズ展開
が十分でないことが明らかとなった。さらに
同一製品でも出来上がりの個体差が確認さ
れ、これらのこともサイズの不具合の要因に
なったとみなされた。 



②14 名の被験者による着用評価では、フロン
トオープンではボタンが留めにくい、ストラ
ップオープンではホックの開閉に手間取る
といった不便があげられた。25 回使用後には、
たて方向の収縮、縫い目が解ける、外観の低
下、一部の製品では数回の着用でひもがとれ
てしまうものがみられた。 
これらの結果をもとに、消費者・販売店・

メーカーそれぞれが取り組むべき課題を提
言した。 
 

(3)授乳用ブラジャーの衣服内気候と着用感 
授乳用ブラジャーは一般に母乳パッドと

共に使用され、乳頭部の保護と母乳を吸収す
る役割を果たす。本研究では、綿の授乳用ブ
ラジャーに 3 種のパッド（使い捨て、綿
100％布製、ポリエステル 100％布製）を装
着した際のパッド内部の温度・湿度環境と着
用感の比較を行った。 
実験に先立ち授乳期の女性の協力を得て、

日常生活の中で使い捨てパッドに付着する
母乳の量とパッド内部の温度･湿度の推移を
把握した。次に室温 28℃・湿度 60％の人工
気候室内で、女子学生被験者 15 名が 30 分間
安静を保ちパッドの着用感を評価した後、母
乳にみなした 37℃の温水を 4ml パッド内部
に注入し、安静 30 分後に再び着用感を評価
した。うち 5 名については、小型のロガー付
きセンサーを装着してパッド内部の温度･湿
度を測定した。 
主な結果は以下の通りである。 

①交換までに使い捨てパッドに付着した母
乳量は、同一被験者でも左右差があるなど一
定の傾向はみられないが、多い時には 10g を
超えるケースもある。パッド内の温度は 36℃
前後、湿度は 90％を超え、高温多湿であった。 
②人工気候室内の被験者5名の水注入前のパ
ッド内温度・湿度の平均はそれぞれ 35℃、
60％前後で、3 種の試料間には温度・湿度と
もに差はみられない。水注入後に、使い捨て
パッドでは温度・湿度はほとんど変化しない
が、綿とポリエステル製で温度は下降した。
湿度は、綿では急激に、ポリエステルでは緩
やかに上昇し、30 分後には両者とも約 90％
になった。 
このことより、布製パッドでは母乳の漏れ

がある時にドライな環境を保つのが難しい
と考えられる。不快感においても、水注入前
には 3試料間に差はみられないが、水注入後
には使い捨てがもっとも優れていると評価
された。 
 

(4) ミルクの付着した母乳パッドの衛生状態 
授乳用ブラジャーとパッドには母乳・汗な

どが付着し、着用時間は半日近い。胸部の衣
服内気候は高温高湿度となり、夏季には臭い
も発生する。このようなことから、授乳用ブ
ラジャー着用時の衛生確保と効果的な手入
れについて母乳育児期の女性へ情報提供や
支援が必要である。 
本研究では、着用時の衛生状態を明らかに

するために、パッド素材（綿・ポリエステル）
や着用時間が微生物の繁殖にどのような影
響を及ぼすかを比較し、衛生面から母乳パッ
ドの交換時間を検討することを目的とした。 
微生物実験は JIS L 1902 の菌液吸収法に

準じて行った。試験菌は皮膚に多く常在する
表皮ブドウ球菌を用い、菌の増殖値を評価し
た。パッド素材は綿とポリエステルを用い、
調製粉乳を指定の濃度に溶かしたミルクに 5
分間浸し、余分なミルクを切って、ミルク付
着布を作製した。濡れ具合の違いが菌増殖に
及ぼす影響を比較するため、乾燥状態を変え
て、濡れた状態（含水率 300％）、湿った状態
（含水率 150％）、乾いた状態（含水率 1％）
に調整した。また、着用時間の違いによる菌
増殖を比較するため、培養時間は 6 時間と 18
時間を設定した。 
主な結果は以下の通りである。 

①パッド素材と培養時間の影響 
布にミルクが付着しない場合、菌の増殖値

はポリエステルよりも綿が高かった。培養時
間の影響については、綿は 6 時間培養よりも
18 時間培養で増殖値が高くなったが、ポリエ
ステルは培養時間が長くなっても増殖値に
差がなかった。パッド素材（綿、ポリエステ
ル）の吸湿性の違いが微生物の増殖に影響し
たと考えられる。 
ミルク付着布では、綿とポリエステルで菌

の増殖値に差はなかった。ミルクが付着しな
い場合と比較して、6 時間培養の増殖値は倍
増したが、18 時間培養しても増殖値に変化は
なかった。ミルクが付着した状態では、パッ
ド素材の違いは微生物の増殖に影響を与え
ないといえる 
②ミルク付着布の濡れ具合の影響 
乾いたミルク付着布は、培養時間が長くな

っても 6 時間以降、菌の増殖値は増えなかっ
た。湿った状態、濡れた状態では 6 時間培養
よりも 18 時間培養で増殖値が高くなった。
18 時間培養では、3 種のミルク付着布の中で
湿った布が最も高い増殖値を示した。完全に
乾いた状態や濡れている状態よりも、少し湿
り気があると、増殖値は高くなることがわか



った。 
以上のことから、ミルクが付着した布は、

水分がある場合、培養時間が長くなると微生
物の増殖が大きくなるため、母乳が付着した
パッドは 6時間を目安とする交換が望ましい
といえる。 
 
(5)授乳用ブラジャーに付着した汚れの洗浄
性 
質問紙と聞き取りによる調査から、洗濯後

の母乳の残留や臭いが問題点として挙げら
れた。本研究では、授乳用ブラジャーやパッ
ドに付着した汚れの洗浄性を実験によって
明らかにし、効果的な洗濯方法を提示するこ
とを目的とした。 
授乳用下着の素材として綿とポリエステ

ルを選び、市販人工ミルク汚染布 8 種類を用
いて、汚れ落ちに及ぼす洗濯用洗剤の種類・
使用量の影響を把握し、母乳汚れの洗浄性に
関する基礎資料を得た。 
主な結果は以下の通りである。 

①ミルク汚染布の洗浄率を綿とポリエステ
ルで比較すると、綿汚染布の洗浄率は 50％を
下回っており、綿素材に付着した母乳は洗濯
で落ち切れていないことが示唆された。 ま
た、ミルクを含まない JIS 汚染布（綿）等に
比較して、ミルク汚染布（綿）は洗浄率が低
く、母乳は通常の汚れよりも洗濯で落ちにく
いことが示された。 
②ミルク汚れの除去には、中性洗剤よりも弱
アルカリ性粉末洗剤が適しており、洗剤量を
増やす、或いは、標準量の洗剤を少ない水に
溶かした高濃度の洗濯液につけ置きするこ
とが有効であると確認された。 
③ポリエステル布への汚れの再付着は弱ア
ルカリ性粉末洗剤が多く、弱アルカリ性液体
洗剤、中性液体洗剤の順に少ない。この順位
は洗浄率の高い順位と一致しており、洗濯液
中の汚れが多いことで、再付着が増大したと
考えられる。いずれの洗剤も、使用量を標準
よりも減らすと汚れの再付着が多く、標準以
上を使用すれば、再付着を抑えられることが
確認された。 

 
 一連の研究より、母乳授乳期の女性がこれ
まで感じていた衣に関わる問題点のうちか
ら、授乳用ブラジャーに焦点をあてて改善を
図るための基礎資料を得ることができた。 
本研究の知見は、製品選択、快適性・機能

性保持、汚れに関わる衛生・管理面での参考
となり、母乳育児を継続させる上で有効な資
料になりうる。また、販売者・メーカーにお

いては消費者の要求をふまえた商品開発に
も活用できるものと考える。 
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